
学校名 瀬戸内町立諸鈍小中学校 

 
項    目 活動内容等 

１ 活動内容 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 活動状況等 
(1) 活動の動機・頻度 
① 活動を始めた動機

及び開始年月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瀬戸内町立諸鈍小中学校は，加計呂麻島の豊かな
自然と，諸鈍シバヤを始めとする歴史と文化に育ま
れた全校児童生徒 18 人の少人数の学校である。本校
では，校内の除草やシンボルツリーであるアカギの
大木の落ち葉拾いを，年間を通して実施している。
校外では，近隣にある観光名所の諸鈍長浜海岸の美
化作業や，諸鈍シバヤの会場となる大屯神社の清掃
活動を，児童生徒のボランティア活動として行って
いる。また，運動会前に実施する，PTA 美化作業に地
域の方々に参加していただいたり，子ども会と協力
して，親子で一緒に諸鈍長浜やでいご並木の清掃を
したりするなど，学校と地域が一体となって，環境
美化に取り組んでいる。 
 

１ 朝のボランティア活動 
本校児童生徒の保護者が，学校に在籍していた

頃から継続して実施されている。朝の 7:45 から約
15 分程度，春から秋にかけては，除草を中心に実
施し，冬やアカギやアコウの木が落葉した際は，
落ち葉拾いを中心に実施している。 

 
２ デイゴ並木清掃・諸鈍長浜清掃 
  諸鈍校の近隣にある諸鈍長浜とデイゴ並木は，
加計呂麻島諸鈍集落にある観光名所である。５月
の連休の時期は，多くの観光客が来島し，散策す
る場所である。そのために，本校児童生徒が，観
光客が気持ちよくすごせるように，連休前に清掃
作業を実施している。（平成 21 年５月から） 
以前は，デイゴ並木の花びらが散り，並木道が

真っ赤になっていたと言われていたが，近年は樹
勢が弱くなり清掃箇所が少なくなっている。令和
４年度より，小学校高学年が，総合的な学習の時
間を活用して，諸鈍長浜の漂流物について調査を
実施している。また，中学生が三島集合学習会で
SDGs について学習する中で，海を大切にすること
を体験的に学習する機会として，諸鈍長浜の清掃
を実施した。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 活動の愛称名が 

あれば記入して下
さい 

③ 月 間 又 は 年 間    
活動回数 
 

３ 子ども会ボランティア活動 
子ども会ボランティア活動は，子ども会が主催

する親子レクリエーションの日に合わせて，朝の
涼しい時間に実施している。実施場所は，諸鈍長
浜かでいご並木を，１学期最後の学級 PTA で話し
合って決めている。令和４年度は，新型コロナウ
イルス感染症の影響で，親子レクリエーションは
実施できなかったが，ボランティア活動は，諸鈍
長浜の清掃を親子で実施した。 

４ PTA 美化作業 
PTA 美化作業は，「愛校作業」「PTA 奉仕作業」な

ど，名称が変わっているが，平成６年頃から実施
されている。近年では，新型コロナウイルス感染
症の影響で，運動会の開催は，本校児童生徒のみ
であった。地域の方々は参加できなかったが，そ
れでも，PTA 美化作業は，地域の方々も参加して実
施された。地域の方々は，芝刈り機だけでなく，
ダンプトラックやローダーなどの重機を持ち込ん
で，大がかりに枝打ちや除草をしていただいてい
る。例年，100 人近くの方々に，協力をいただいて
いる。 

５ 大屯神社清掃 
  国指定無形文化財である諸鈍シバヤの会場とな
る大屯神社の境内を，開催日の約 1 週間前に，児
童生徒のボランティア活動として清掃している。
この２年間，神事のみの開催となっているが，今
年度は，児童生徒がきれいにした境内で実施され
ることを祈っている。 

 
諸鈍校児童生徒ボランティア活動 
 
 
１ 朝のボランティア活動 
  月～金曜日（月 20 回） 
２ デイゴ並木清掃・諸鈍長浜清掃 
  年１回（５月初旬の連休前） 
３ 子ども会ボランティア活動 
  年１回（夏季期休業中） 
４ PTA 美化作業 

年１回（夏季休業中） 
５ 大屯神社清掃 
  年１回（旧暦９月９日の大屯祭に合わせて） 

 



項    目 活動内容等 

④ 活動のエリア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 活動１回当たりの 

     平均参加者数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 活動１回当たりの 

     平均時間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 収集物の処理 

 
 
 

１ 朝のボランティア活動 
  本校校庭（雨天時は校内美化作業） 
２ デイゴ並木清掃・諸鈍長浜清掃 
  デイゴ並木周辺，諸鈍長浜海岸周辺 
３ 子ども会ボランティア活動 
  デイゴ並木周辺，諸鈍長浜海岸周辺 
４ PTA 美化作業 

本校校庭及び敷地内樹木 
５ 大屯神社清掃 
  大屯神社境内周辺 
 
１ 朝のボランティア活動 
  児童生徒 18 人，教職員 10 人 
２ デイゴ並木清掃・諸鈍長浜清掃 
  児童生徒 18 人，教職員 13 人 
３ 子ども会ボランティア活動 
  児童生徒 18 人，教職員 13 人，保護者 22 人 
４ PTA 美化作業 

児童生徒 18 人，教職員 13 人，保護者 22 人 
地域住民の方々約 70 人 

５ 大屯神社清掃 
  児童生徒 18 人，教職員 13 人 
 
１ 朝のボランティア活動（15 分） 
  15 分 
２ デイゴ並木清掃・諸鈍長浜清掃 
  45 分（中学生を中心に片付け５分） 
３ 子ども会ボランティア活動 
  30 分 
４ PTA 美化作業 
  90 分 
５ 大屯神社清掃 
  45 分（中学生を中心に片付け５分） 

収集したゴミは，分別して処理をしている。アカ
ギやアコウの落ち葉等は，地中に埋めて腐葉土にし
て，学級園等で肥料として再利用している。また，
PTA 美化作業で出た枝木は，地域の方々に許可を得
た場所で，処分している。 



(2) 活動の独創性 
  活動の特徴 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 地域への貢献度 
① 地域の環境美化 

への貢献 
 
 
 
 
 
 

② 地域住民との協力 
  活動 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 ③児童・生徒の活動に

対する地域住民の
反応 

 
 

本校は，少人数の学校である。児童生徒，保護者，
地域が協力して学校の運営に携わる意識が強く，美
化活動においても地域を挙げて取り組んでいる。ま
た，郷土の自然や歴史に対する思いが強く，諸鈍長
浜や大屯神社を自分たちの手で守っているという意
識が高い。地域の方々も，本校卒業生が多く，運動
会などの学校行事等に，地域住民が積極的に参加し
ている。環境美化作業にも多くの方々が参加してく
ださっている。 
 
諸鈍長浜や大屯神社は，地域の方々にとって，諸

鈍集落のシンボル的な場所であり，本校の児童生徒
が清掃活動を行うことについて，地域の方々は大変
喜んでいる。また，集落の高齢化が進み，以前のよ
うに集落作業の参加者が集まらないという現状があ
る。児童生徒を始め，保護者や教職員が環境美化を
行うことは，地域の活性化や，集落作業などの環境
美化活動の継承にもつながっていると思われる。 

 集落の多くの方々が，諸鈍小中学校の卒業生であ
り，本校の美化作業を始め，秋季運動会への参加，
諸鈍湾で行われる遠泳大会，校内ロードレース大会
等の応援など，地域住民に協力をいただきながら実
施している。地域行事である豊年祭や大屯祭には，
児童生徒が，相撲に参加したり，エイサーを披露し
たりしている。諸鈍シバヤ保存会の方々から，児童
生徒に向けて諸鈍シバヤの演目を指導していただ
き，地域の文化継承の担い手として，積極的に参加
している。 
 
 体育大会では集落ごとにチームを編成して参加し
たり，入学・卒業の際には集落の公民館で祝いの宴
を開いたりするなど，学校と地域との結びつきが強
く残っている。環境美化活動においても，児童生徒
の活動は，学校便りや学校 HP 等で紹介し，地域の
方々から高評価をいただいている。また，地域の方々
も，夏休みに行われる PTA 美化作業には，集落単位
で参加し，暑い中にもかかわらず，それぞれの担当
区域を，きれいに整備してくださっている。その際
に集落の方々が本校に在籍していた当時のことをお
話されたり，学校から今の子供たちの様子をお伝え
したりして，地域の方々と学校がコミュニケーショ
ンをとるよい機会となっている。  



項    目 活動内容等 

(4) 環境教育との関連 
① 環境教育と活動と 
  の結びつき 

 
 
 
 
 
② 活動開始後の児

童・生徒の美化 
意識の変化 

 
 
 
 
③ 当該活動以外の環 
  境教育実践活動 

 
 
 
 
 
 
(5) 当該活動で他の表
彰を受けたことがあ
りますか 

 
 
(6) 校内外活動のため

の時間の作り方 
 
 
 
 
 
 
３ その他特記事項 
 

 小学校において，総合的な学習の時間の一環とし
て，身近な環境問題を考える取組を行っている。諸鈍
長浜の漂流物について，どこから，どのようなもの
が，どれくらい漂着しているか分析調査を行い，学習
発表会で発表した。また，中学校では，SDGs に関す
る学習として，海の保全のために自分たちができる
取組を考えた後，諸鈍長浜の海岸清掃を実施した。 
 
 諸鈍長浜の海岸清掃を通して，身近な環境問題に
ついて考えることになり，普段の生活においても分
別の仕方を意識したり，プラスチックごみを排出し
ない生活について考えたりするようになった。弁論
大会のテーマとして，環境について考えて，自分の考
えを発表する生徒もいた。 

 郷土学習として，地元ガイドと一緒に散策しなが
ら，でいご並木の自然や歴史について，詳しい説明を
していただいた。また，今後，サンゴの保全や海の生
態系などについて，地元のスキューバーダイビング
インストラクターからの講話を聞いたり，体験活動
を実施したりする計画を検討している。 

オーシャンコンサーバンシィー承認 
（2009 年 JEAN クリーンナップ全国事務局） 

様々な教育活動があるため，新たに時間を設定す
ることが難しいので，教育課程編成の際に，学習内容
との関連を意識しながら，効果的な時間設定をして
いる。小中併設校として，小中全体で活動するための
時間の調整を，年度当初に計画的に進めている。学校
行事や総合的な学習の時間等の見直しを行う中で，
時間を設定検討している。 

なし 

 



＜瀬戸内町立諸鈍小中学校 環境美化活動の様子＞

１ 朝のボランティア活動 ２ 児童生徒会ボランティア活動

（校庭の除草・落ち葉拾い） （諸鈍長浜清掃活動）令和５年５月２日

３ 親子ボランティア ４ ＰＴＡ美化作業

（諸鈍長浜清掃活動） （校内樹木の剪定・校庭の除草）

令和４年７月21日 令和４年８月28日

５ 児童生徒会ボランティア活動 ・緑化活動（土作り）

（大屯神社境内清掃）令和４年９月28日 （季節の苗植え・卒業式入学式に向けて）


